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漆
に
出
会
う
、浦
添
市
美
術
館

ス
ポ
ー
ツ
で
つ
な
が
る「
充
実
し
た
環
境
」

　

浦
添
市
美
術
館
は
日
本
で
初
の
漆
芸

専
門
美
術
館
と
し
て
、平
成
２
年
に
開
館

し
ま
し
た
。常
設
展
は
年
３
回
展
示
替
え

を
行
い
、琉
球
王
朝
時
代
の
優
品
の
他
、

ア
ジ
ア
の
漆
器
な
ど
様
々
な
う
る
し
の

魅
力
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、建
築
家
の
内
井
昭
蔵
に
よ
っ
て

「
塔
と
回
廊
」を
テ
ー
マ
に
設
計
さ
れ
た

美
術
館
の
外
観
も
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

経
済
的
豊
か
さ
や
自
由
時
間
の
増
大
、高
齢

化
の
進
展
な
ど
社
会
環
境
が
変
化
す
る
な
か

で
、健
康
・
体
力
づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り
な
ど

を
目
的
に
、日
常
生
活
に
お
い
て
継
続
的
に
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
実
践
す
る

人
々
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、学
校
体
育
施
設
の
開
放
な
ど
、各

種
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、浦
添
運
動
公
園
を
拠
点
と

し
た
体
育
施
設
の
充
実
を
図
り
、市
民
に
広
く

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

◀朱漆牡丹唐草堆錦鞍
　（18-19世紀）

◀黒漆雲龍螺鈿大盆
　（17-18世紀）

▼朱漆山水人物箔絵東道盆
（18-19世紀）

黒漆孔雀牡丹唐草沈金食籠▶ 
（16-17世紀）　

朱漆動物文蒟醤▶
丸形提重　
(ミャンマー)　

◀朱黒漆花文漆絵
　容器－大
　(インドネシア)

▲琉球八景（泉崎夜月）（1832年頃）

▲琉球交易港図屏風（19世紀）

　
浦
添
市
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
心

は
、琉
球
王
朝
の
文
化
を
彩
っ
た
優
美
な
漆

芸
品
で
す
。

　

さ
ら
に
、近
現
代
の
沖
縄
で
制
作
さ
れ
た

モ
ダ
ン
な
漆
芸
品
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

漆
の
文
化
は
ア
ジ
ア
独
特
の
も
の
で
す
。

浦
添
市
美
術
館
で
は
、琉
球
漆
器
だ
け
で
は

な
く
ア
ジ
ア
の
漆
器
も
展
示
し
、う
る
し
の

文
化
を
多
面
的
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
浦
添
市
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
漆
芸

品
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。19
世
紀
中
頃
の
首

里
城
や
那
覇
港
と
そ
の
周
辺
を
描
い
た「
琉
球

交
易
港
図
屏
風
」、浮
世
絵
師
の
葛
飾
北
斎
が

中
国
の
書
物
を
参
考
に
琉
球
の
名
勝
地
８
箇

所
を
描
い
た「
琉
球
八
景
」（
全
八
枚
）な
ど
、王

朝
時
代
を
感
じ
る
作
品
も
見
所
で
す
。

琉
球
漆
器
の
優
品

ア
ジ
ア
各
地
の
漆
器

琉
球
王
朝
の
文
化

薫
る
絵
画
作
品

市民体育館
トレーニング室や武道場を完備。

陸上競技場
第３種公認の陸上競技場で、市内外を問わず幅広く利用されてい
る。

市民球場
1万5千人が収容可能で、毎年2月には東京ヤクルトスワローズの
キャンプが行われている。

多目的屋内運動場
人工芝の屋内運動施設。テニス、フットサル、３on３バスケット、
ハンドボール等の設備あり。その他、レク等の利用も可。

相撲場
市内の小中学生力士に多く利用され、毎年わんぱく相撲大会等も
開催されている。

多目的屋外運動場
市民球場のサブグラウンドなど多目的に利用されている。

温水利用型健康運動施設「まじゅんらんど」
８種類のプールとミストサウナなどの設備あり。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
案
内


